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　近畿圏は、京都市・大阪市・堺市・神戸市の大都市や大津市・姫路市・
奈良市・和歌山市等の中核都市が共存する多核型の都市圏です。このよ
うな特徴的な構造を持つ都市圏の活性化に資する総合都市交通体系を
確立するためには、広範囲な地域間の連携が不可欠です。

　このため、京阪神都市圏交通計画協議会※では、人の動きに着目したパー
ソントリップ調査を昭和45年（1970年）に初めて実施し、その後10年ご
とに５回の調査を行い、都市交通政策の検討に活用してきました。

　令和３年（20２1年）には「第６回近畿圏パーソントリップ調査」を実施
し、京都市では、約6千世帯・約1万1千人の方からご回答（調査票の返
送・インターネットによる回答）をいただきました。大変多くの方々にご協
力いただき、誠にありがとうございました。

　本書は、第６回近畿圏パーソントリップ調査結果から、主な項目につい
て京都市を中心に取りまとめたものです。皆様が交通についてお考えに
なる際に、少しでもお役にたてれば幸いです。
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：第6回圏域（R3）・第5回圏域（H22）

：第4回圏域（H12）

：第3回圏域（H2）

人の1日の動きの例 調査圏域図

用語の説明

人がある目的をもって「ある地点」から「ある地点」へ移動する単位
で、移動の目的が変わるごとに１つのトリップと数えます。

１人１人の動きを「トリップ」というのに対し、１つのトリップの出発側
と到着側をそれぞれ「トリップエンド」といいます。

ある地域内に出発地または到着地を持つ人の移動の合計で、「トリッ
プエンド」を集計したものです。

ある地区内に住んでいる人が１日に行うトリップの総数です。

ある地区内に住んでいる人が１日に行う平均のトリップ数です。

鉄道、バス、自動車、二輪(自転車、原付、自動二輪車)、徒歩、その他
(飛行機や船等)があり、１つのトリップの中でいくつかの交通手段を
用いている場合は主な交通手段を代表交通手段としています。
鉄道→バス→自動車→二輪（自転車、原付、自動二輪車）→徒歩の順
で、最も優先順位の高いものとしています。
（例：会社への出勤トリップ及び代表交通手段（この場合は鉄道））

トリップ

対象地域における居住人口です。夜間人口
居住人口のうちある１日に外出した人口です。外出人口

ある１日に外出した人数の全人口（夜間人口）に対する割合です。外出率
ある交通手段のトリップ数の全交通手段のトリップ数に占める割合です。交通手段分担率

トリップエンド

出勤・登校・自由・業務・帰宅に分けられます。自由は買物、食事、レ
クリエーション等の生活関連のトリップ。業務は打合せ・会議、販売・
配達、作業、農作業等の仕事上のトリップです。

トリップの目的

発生集中量

生成量

生成原単位

代表交通手段

1つのトリップ及び代表交通手段の例
このトリップの代表交通手段は鉄道

第6回パーソントリップ調査の概要

7：42 8：36 13：08 13：24

15：3216：0118：5719：4020：1320：19
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その他、ご覧いただく上での
注意事項

●本調査では物の動きにかかわる貨物車や営
業用車（営業貨物車、タクシーなど）の運行に
関する交通は調査の対象外としています。

●各図表の合計値や伸び、構成比の値は四捨五
入のため、内訳数値から算出される値と一致
しない場合があります。
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調査対象圏域について
第６回近畿圏パーソントリップ調査では、近畿全
域（２府４県）を調査対象圏域としています。
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パーソントリップ調査とは
パーソントリップ調査（パーソン＝人、トリップ＝
動き）とは、「いつ」「どこから」「どこまで」「ど
のような人が」「どのような目的で」「どのよう
な交通手段を利用して」移動したのかについて
調査し、人の１日のすべての動きをとらえるも
のです。

調査の対象
調　査　日 ：令和３年９月～11月　

平日・休日各１日
調査対象者 ：近畿圏全域（２府４県）にお住ま

いの５歳以上の方を無作為に
抽出

調 査 手 法 ：郵送配布、Web・郵送回収

第6回調査の特徴
①Web回収を中心とした調査手法の拡大
②スマートフォンを活用したアプリによる
回答手法の導入など、新たな取り組み
を実施しています。また、新型コロナウ
イルス感染症拡大による外出状況の変
化（頻度や移動手段の変化）を捉える補
完調査をあわせて実施しました。
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京都市では、「人が主役の魅力あるまちづくり」を推進す
るため、健康、環境、観光などの幅広い観点から、人と公
共交通優先の「歩いて楽しいまち」の実現を目指してお
り、平成22年1月に、自動車利用の制限を含めた様々な
抑制策等を通じて、クルマを重視したまちと暮らしを、
「歩く」ことを中心としたまちと暮らしに転換することを
基本理念とする「歩くまち・京都」総合交通戦略を策定し
ました。その後、改訂版として「歩くまち・京都」総合交通
戦略2021を令和３年11月に改定しました。この当総合
戦略には、①公共交通ネットワーク、②まちづくり、③ライ
フスタイルの取組を柱とした23の施策を掲げています。

「歩くまち・京都」総合交通戦略について

実
施
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

歩くまち・京都」総合交通戦略2021では、クルマ中心のまちや暮らしを、歩くことや公共交通利用
を中心としたまちや暮らしへの転換を掲げ、非自動車分担率※を85％という高い水準に設定して
います。なお、今回の調査結果によると、令和3年度の非自動車分担率は76.7％でした。

※ある地域で発生した移動の総数に対して、主な移動手段が自動車以外の手法である割合

「歩くまち・京都」総合交通戦略の基となる分担率の数値は、パーソントリップ調査により算出しています。

【
数
値
目
標
】

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

鉄道
20.919.216.3

バス
6.6

5.9
5.5

自動車

23.324.328.3
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19.921.418.6
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非自動車分担率 交通手段分担率

「歩くまち・京都」総合交通戦略に掲げた２３の施策のうち、第６回近畿圏パーソントリップ調査
が実施された令和３年１０月までに、次のプロジェクトを実施しています。

●四条通（烏丸通～川端通）歩道拡幅事業
当事業は市民の皆様と共に歩みを進めてきたシンボル的な取組であり、人口100万人を超え
る大都市の中心市街地において、幹線道路の車線数を減らして歩道幅を拡幅し、歩行者や公
共交通優先の空間を創出する、全国のモデルケースとなる事業として整備を進め、平成27年
10月末に完成しました。

●京都駅八条口駅前広場整備
人と公共交通優先の「歩くまち・京都」
の実現に向け、快適な歩行空間の創出
や公共交通の乗継利便性の向上を目指
して広場の再整備を行い、平成28年
12月にリニューアルオープンしました。

8.3％
down

自動車

［令和3年］23.3％
▼

［目標］
15％以下

8.3％up

自動車以外
（徒歩・鉄道・バス・自転車
自動二輪・原付・その他）

［令和3年］76.7％
▼

［目標］
85％以上
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●年齢構成比の推移を見ると、平成22年から
令和3年にかけて高齢者（65歳以上）の割
合は約6ポイント増加、生産年齢人口（15～
64歳）の割合は5ポイント減少しており、平
成12年から平成22年にかけての推移とほ
ぼ同様の増減となっています。

●中ゾーン別の夜間人口の推移を見ると、平成
22年から令和3年にかけて、都心部、東部、
西部では増加、北部、南部では横ばいとなっ
ており、京都市計として約2％増加していま
す。

●中ゾーン別人口の年齢構成比の推移を見る
と、調査毎にすべてのゾーンで高齢者（65
歳以上）の割合は増加しており、高齢化の進
展がうかがえます。中でも東部は34.6％、
北部は31.2％と高くなっています。

京都市の概要（1/2）

◆ 中ゾーン別の夜間人口（５歳以上）の年齢構成比の推移

◆ 中ゾーン別※の夜間人口（５歳以上）の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

※中ゾーンの地域区分は右の表参照
※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 夜間人口（５歳以上）の年齢構成比の推移

※第３回調査圏域内で集計
※平成２年時点での京都市域として、旧京北町は含めずに集計

◆ 夜間人口（５歳以上）の推移

※第３回調査圏域内で集計
※平成２年時点での京都市域として、旧京北町は含めずに集計

●京都市居住者の夜間人口は、平成22年か
ら令和3年にかけて約2％増となっていま
す。

夜間人口の推移１

中ゾーンの区分
対象地域
北区
左京区

右京区（旧京北町）
上京区
中京区
東山区
下京区
山科区
伏見区醍醐

伏見区（醍醐以外）
南区

右京区（旧右京区）
西京区

中ゾーン

京都市北部

京都市都心部

京都市東部

京都市南部

京都市西部
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●区別の将来人口の年齢構成比の推移を見る
と、2020年から2030年にかけて、上京
区、中京区、東山区、下京区で生産年齢人口
（15～64歳）の割合が増加し、その他の区
では生産年齢人口の割合は減少し、高齢者
（65歳以上）の割合が増加すると見込まれ
ています。2030年における京都市全体で
の高齢者の割合は30％を超え、2040年
には35.8％になると見込まれています。

◆ 区別の将来人口の年齢構成比の推移◆ 区別の将来人口の推移

資料：日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）

資料：日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）

●京都市全体の将来人口については、2020
年から比較すると2030年にかけて約3％、
2040年にかけて約9％減少すると見込ま
れています。
●区別の将来人口の推移をみると、下京区は
横ばい、その他の区では減少が見込まれて
おり、中でも伏見区の2030年から2040
年にかけての減少人数が最も大きくなって
います。

将来人口の推移2

京都市の概要（2/2）
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128

140

51

65

183

414

156

121

22

22

352

430

173

357

347

凡　例

流動量（令和３年:平日）
単位：千トリップ／日

内々流動量
単位：千トリップ／日

注）２万人トリップ／日以上の地域間を図示

<矢印の太さ>
流動量

（千トリップ／日）
50未満
50～100
100～200

200以上

（第５回パーソントリップ調査圏域内の集計）

500以上

300～500

200～300

200未満

北部

西部

南部

東部

都心部

京都府域

奈良県

大阪府域

大阪市

滋賀県

兵庫県域

◆ 中ゾーン間の流動量（平日）

京都市全体の人の動き（1/5）

◆ 発生集中量の推移（平日）

●京都市の平日の総トリップ数の推移を発生
集中量で見ると、調査毎に減少しており、平
成12年から平成22年にかけては、約
15％、平成22年から令和3年にかけては
約13％の減少となっています。
●減少要因としては、少子高齢化による1人あ
たりのトリップ数の多い生産年齢人口の減
少に加え、新型コロナウイルス感染症に係る
行動制限等を受けてのオンライン授業や、在
宅勤務等による移動の減少、外出の自粛の
影響などが考えられます。

総トリップ数と
1人当たりトリップ数

1 ●平日の中ゾーン間の流動量を見ると、都心部
を中心とした動きが多いことがわかります。
●都心部と北部間、都心部と西部間、都心部と
南部間との動きが多くなっています。

※第３回調査圏域内で集計
※平成２年時点での京都市域として、旧京北町は含めずに集計
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6,000

8,000

平成12年 平成22年 令和3年

単位：千トリップエンド/日　<>内は前回調査に対する比率

13623

36

36

92

100

31

62

117

315

108

64

31

22
356

130

244

265

269

凡　例

流動量（令和３年:休日）
単位：千トリップ／日

内々流動量
単位：千トリップ／日

注）２万人トリップ／日以上の地域間を図示

<矢印の太さ>
流動量

（千トリップ／日）
50未満
50～100
100～200

200以上

（第５回パーソントリップ調査圏域内の集計）

500以上

300～500

200～300

200未満

北部

西部

南部

東部

都心部

京都府域

奈良県

大阪府域

大阪市

滋賀県

兵庫県域

●休日の中ゾーン間の流動量を見ると、平日
と同様に、都心部を中心とした移動が多く
なっています。
●平日と比べると、休日トリップ数は兵庫県域の
み平日よりも多くなっています。

●京都市の休日の総トリップ数の推移を発生
集中量で見ると、調査毎に減少しており、平
成12年から平成22年にかけては約19％
の減少、平成22年から令和3年にかけては
約11％の減少となっています。
●平日と比べると、平成22年から令和3年に
かけては、休日トリップの減少割合は平日よ
りも小さくなっています。

◆ 中ゾーン間の流動量（休日）◆ 発生集中量の推移（休日）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

京都市全体の人の動き（2/5）
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1.98 
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82.4
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73.8
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平成2年 平成12年 平成22年 令和3年

単位：％

66.8

58.2
53.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

平成12年 平成22年 令和3年

単位：％●休日でも平日同様に調査毎に夜間人口当た
り、外出人口当たりともに減少しており、平
成22年から令和3年にかけては、それぞれ
約0.2トップ/人日、約0.1トリップ/人日の
減少となっています。

●休日の外出率の推移を見ると、調査毎に減
少しており、平成22年から令和3年にかけ
ては約5ポイント減少しています。

●平日の外出率の推移を見ると、平成2年か
ら平成12年にかけては約2ポイント増加、
平成12年から平成22年にかけては3ポイ
ントの減少に転じ、平成22年から令和3年
にかけては、約6ポイントの減少となってい
ます。

◆ 外出率の推移（平日）

◆ 生成原単位の推移（休日）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 生成原単位の推移（平日）

※第３回調査圏域内で集計
※平成２年時点での京都市域として、旧京北町は含めずに集計

◆ 外出率の推移（休日）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

※第３回調査圏域内で集計
※平成２年時点での京都市域として、旧京北町は含めずに集計

●平日の生成原単位の推移を見ると、平成12
年からは夜間人口当たり、外出人口当たり
ともに減少しており、平成22年から令和3
年にかけては夜間人口当たりが0.3トリッ
プ/人日、外出人口当たりが約0.2トリップ/
人日減少しています。

京都市全体の人の動き（3/5）
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●男性の平日の生成原単位の推移を年齢階層
別に見ると、平成22年から令和3年にかけ
ては、15歳から29歳、35歳から59歳で
は約0.4～0.6トリップ/人日の減少となっ
ています。また75歳以上（同率）を除くす
べての年齢階層で減少しています。

●女性の平日の生成原単位の推移を年齢階層
別に見ると、平成22年から令和3年にかけて
は、70～74歳を除くすべての年齢階層で減
少しており、唯一70～74歳で増加していま
す。

●男性の平日の外出率の推移を年齢階層別に
見ると、平成22年から令和3年にかけて、
60歳から69歳、75歳以上を除く年齢階層
で減少しており、その中でも20～24歳の
減少幅が最も大きく、約20ポイント減少し
ています。

●女性の平日の外出率の推移を年齢階層別に
見ると、平成22年から令和3年にかけて、
30～34歳、60～64歳、70～74歳を除く
年齢階層で減少しており、その中でも15～
19歳の減少幅が最も大きく、約10ポイント
減少しています。

●京都市の平日の外出率の推移を年齢階層別
に見ると、平成22年から令和3年にかけて
の男女計では、60歳から69歳、75歳以上
を除く年齢階層で減少しており、その中でも
20～24歳の減少幅が最も大きく、約15ポ
イント減少しています。

◆ 年齢階層別の外出率の推移（平日・男女計）

◆ 年齢階層別の生成原単位の推移（平日・女性）

※第３回調査圏域内で集計
※平成２年時点での京都市域として、旧京北町は含めずに集計

◆ 年齢階層別の生成原単位の推移（平日・男性）

※第３回調査圏域内で集計
※平成２年時点での京都市域として、旧京北町は含めずに集計

◆ 年齢階層別の生成原単位の推移（平日・男女計）

※第３回調査圏域内で集計
※平成２年時点での京都市域として、旧京北町は含めずに集計

◆ 年齢階層別の外出率の推移（平日・女性）

※第３回調査圏域内で集計
※平成２年時点での京都市域として、旧京北町は含めずに集計

◆ 年齢階層別の外出率の推移（平日・男性）

※第３回調査圏域内で集計
※平成２年時点での京都市域として、旧京北町は含めずに集計

※第３回調査圏域内で集計
※平成２年時点での京都市域として、旧京北町は含めずに集計

●京都市の平日の生成原単位の推移を年齢階
層別に見ると、男女計では平成12年からは
75歳以上（同率）を除くすべての年齢階層
で減少しています。

京都市全体の人の動き（4/5）
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●平日の発生量におけるトリップの目的構成
比の推移を見ると、出勤目的の割合は増加
しており、業務目的は減少しています。平成
22年から令和3年にかけては、帰宅目的の
割合は約5ポイントの増加、一方、業務目的
は約4ポイントの減少となっています。

目的別及び代表交通手段
別トリップ数

2

●平日の発生集中量におけるトリップの代表交
通手段構成比の推移を見ると、鉄道、バスの
割合は増加していますが、自動車、自動二
輪・原付では減少しています。

●休日の集中量におけるトリップの目的構成
比の推移を見ると、平成22年から令和3年
にかけて自由目的の割合が約3ポイント増
加しています。

●平日の集中量におけるトリップの目的構成
比の推移を見ると、平成22年から令和3年
にかけて登校、自由、帰宅目的の割合はほ
ぼ横ばいですが、出勤目的は約3ポイントの
増加、一方、業務目的は約3ポイント減少し
ています。

●休日の発生集中量におけるトリップの代表交
通手段構成比を見ると、平成22年から令和
3年にかけて徒歩の割合が約6ポイント増加
し、鉄道、自動車が約2ポイント減少していま
す。また、調査毎にバスの割合は増加してい
ますが、自動車、自動二輪・原付では減少して
います。

●休日の発生量におけるトリップの目的構成
比の推移を見ると、平成22年から令和3年
にかけて、帰宅目的の割合が3ポイント増加
しています。

◆ 目的構成比の推移（休日：発生量）

◆ 代表交通手段構成比の推移（平日：発生集中量）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 目的構成比の推移（平日：集中量）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 目的構成比の推移（平日：発生量）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 代表交通手段構成比の推移（休日：発生集中量）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 目的構成比の推移（休日：集中量）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

京都市全体の人の動き（5/5）
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（トリップエンド/日）

●目的別の代表交通手段構成比の推移を見る
と、平成22年から令和3年にかけて徒歩の
割合は、出勤目的以外のすべてで増加して
おり、バスは業務目的以外のすべてで増加
しています。
●自動二輪・原付の割合はすべての目的で減
少しています。
●自転車の割合は平成12年から平成22年に
かけては、すべての目的で増加していました
が、平成22年から令和3年にかけては、す
べての目的で減少しており、その中でも登
校目的での減少幅が最も大きく約4ポイント
減少しています。

●年齢階層別の代表交通手段構成比の推移を
見ると、平成22年から令和3年にかけて鉄
道の割合は、5～9歳、70歳以上以外のす
べての年齢階層で増加しており、その中で
も15～19歳で増加幅が最も大きく、約11
ポイント増加しています。
●自動車の割合では、65歳以上では増加して
いる一方、25歳から64歳までの年齢階層
では減少しており、その中でも35～39歳
で減少幅が最も大きく、約9ポイント減少し
ています。

交通手段別の人の動き（1/5）

◆ 年齢階層別の代表交通手段構成比の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 目的別の代表交通手段トリップ数の推移

●代表交通手段別トリップ数の推移を目的別
に見ると、平成22年から令和3年にかけて
はほとんどの交通手段において減少してい
る中で、鉄道が出勤目的で、バスが出勤と帰
宅目的で、自動車が登校目的で増加してい
ます。
●平成22年から令和3年にかけて、自動二
輪・原付、自転車では、すべての目的で減少
しています。

目的別に見た利用交通手段１ 年齢別に見た利用交通手段2

◆ 目的別の代表交通手段構成比の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計
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平成12年 平成22年 令和3年

●男性の年齢階層別の鉄道分担率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけては、
40～44歳、75歳以上を除く年齢階層では
増加しています。その中でも、15～19歳で
は増加幅が最も大きく約13ポイント増加し
ています。

●女性の年齢階層別の鉄道分担率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけては、5
～9歳、65歳以上以外の年齢階層では増加
しています。その中でも、男性と同様に15
～19歳では増加幅が最も大きく約10ポイ
ント増加しています。

◆ 年齢階層別の鉄道分担率の推移（男性）◆ 中ゾーン別の鉄道トリップ数の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

●中ゾーン別の鉄道利用トリップ数の推移を
見ると、都心部では減少しており、平成22
年から令和3年にかけては約10％の減少
となっています。
●南部はほぼ横ばい、東部、西部では増加して
おり、北部では平成22年にかけては約9％
増加しましたが、令和3年にかけては約
13％減少しています。

鉄道利用の推移3

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 年齢階層別の鉄道分担率の推移（女性）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

交通手段別の人の動き（2/5）
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平成12年 平成22年 令和3年

●男性の年齢階層別のバス分担率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけては、
特に20歳代で増加幅が大きく、20～24歳
で約2ポイント、25～29歳で約4ポイント増
加しています。

●女性の年齢階層別のバス分担率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけては、
15歳から34歳までの年齢階層で増加幅が
大きく、特に15～19歳では約6ポイント増
加しています。一方、減少幅が最も大きい
70～74歳では、約5ポイント減少していま
す。

◆ 年齢階層別のバス分担率の推移（男性）◆ 中ゾーン別のバストリップ数の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

●中ゾーン別のバス利用トリップ数の推移を
見ると、南部以外のゾーンでは調査毎に減
少しています。平成22年から令和3年にか
けては、西部での減少幅が最も大きく約
10％の減少となっています。

バス利用の推移4

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 年齢階層別のバス分担率の推移（女性）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

交通手段別の人の動き（3/5）
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平成12年 平成22年 令和3年

●男性の年齢階層別の自動車分担率の推移を
見ると、平成22年から令和3年にかけて
は、特に20～24歳で増加幅が最も大きく、
約6ポイント増加している一方で、30歳から
44歳、50～54歳では5ポイント以上減少
しています。

●女性の年齢階層別の自動車分担率の推移を
見ると、平成22年から令和3年にかけて
は、15歳から49歳の年齢階層では減少し
ている一方で、50歳から74歳の年齢階層
では増加しています。

◆ 年齢階層別の自動車分担率の推移（男性）◆ 中ゾーン別の自動車トリップ数の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

●中ゾーン別の自動車利用トリップ数の推移
を見ると、すべてのゾーンで減少していま
す。平成22年から令和3年にかけては、都
心部で約24％、西部で約22％、東部で約
20％減少しています。

自動車利用の推移5

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 年齢階層別の自動車分担率の推移（女性）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

交通手段別の人の動き（4/5）

14



287 

430 

119 

279 

325 
303 

412 

108 

282 
312 

236 

323 

83 

233 

267 

0

100

200

300

400

500

600

北部 都心部 東部 南部 西部

平成12年 平成22年 令和3年

1,141 

1,417 
1,441 

0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

京都市計

/日単位：千トリップエンド

0

10

20

30

40

50

5
～
9
歳

1
0
～
1
4
歳

1
5
～
1
9
歳

2
0
～
2
4
歳

2
5
～
2
9
歳

3
0
～
3
4
歳

3
5
～
3
9
歳

4
0
～
4
4
歳

4
5
～
4
9
歳

5
0
～
5
4
歳

5
5
～
5
9
歳

6
0
～
6
4
歳

6
5
～
6
9
歳

7
0
～
7
4
歳

7
5
歳
以
上

単位：％

平成12年 平成22年 令和3年

0

10

20

30

40

50

5
～
9
歳

1
0
～
1
4
歳

1
5
～
1
9
歳

2
0
～
2
4
歳

2
5
～
2
9
歳

3
0
～
3
4
歳

3
5
～
3
9
歳

4
0
～
4
4
歳

4
5
～
4
9
歳

5
0
～
5
4
歳

5
5
～
5
9
歳

6
0
～
6
4
歳

6
5
～
6
9
歳

7
0
～
7
4
歳

7
5
歳
以
上

単位：％

平成12年 平成22年 令和3年

●男性の年齢階層別の自転車分担率の推移を
見ると、30歳から44歳、55～59歳の層
では増加しています。一方、10～14歳、70
歳以上の年齢階層では減少しています。

●女性の年齢階層別の自転車分担率の推移を
見ると、平成22年から令和3年にかけて
は、10歳から64歳で減少しており、特に
10～14歳で減少幅が最も大きく約6ポイ
ント減少しています。一方、5～9歳、65以
上の年齢階層では増加しています。

◆ 年齢階層別の自転車分担率の推移（男性）◆ 中ゾーン別の自転車トリップ数の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

●中ゾーン別の自転車トリップ数の推移を見
ると、都心部、東部、西部では減少していま
す。平成22年から令和3年にかけては、す
べてのゾーンで減少しており、その中でも北
部と都心部で約22％、東部では約23％減
少しています。

自転車利用の推移6

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 年齢階層別の自転車分担率の推移（女性）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

交通手段別の人の動き（5/5）
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（千トリップ/日）

●鉄道端末手段構成比の推移を見ると、地下
鉄国際会館駅では調査毎にバスの分担率が
増加しており、平成22年から令和3年にか
けては約14ポイント増加しています。一方、
地下鉄北大路駅では調査毎に減少してお
り、平成22年から令和3年にかけては約7
ポイント減少しています。
●平成22年から令和3年にかけて、すべての
駅で徒歩の分担率が増加しています。

鉄道端末での人の動き

◆ 主要駅における鉄道端末手段構成比の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 主要駅における鉄道端末トリップ数の推移

●京都市内で利用の多い上位10駅における
鉄道端末手段を見ると、JR京都駅と阪急京
都河原町駅ではバスのトリップ数が減少し
ている一方、地下鉄国際会館駅では増加し
ています。
●平成22年から令和3年にかけて、すべての
駅で徒歩のトリップ数が増加しています。
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凡　例
流動量（令和３年）
単位：千トリップ／日
（　）内は平成22年からの増減割合

内々流動量
単位：千トリップ／日

注）３万トリップ／日以上の地域間を図示

<矢印の太さ>
流動量

（千トリップ／日）

30～40
40～50
50～60

60以上

増加
減少

増加

減少

<矢印の色>
増減割合

<円の大きさ>
内々流動量

（千トリップ／日）

<円の色>
増減割合

（第５回パーソントリップ調査圏域内の集計）

200以上

100～200

 50～100

 50未満

地域別の人の動き（1/4）

●中ゾーン別の代表交通手段構成比の推移を
見ると、鉄道とバスの割合については、すべ
てのゾーンで増加しており、平成22年から
令和3年にかけて、増加幅の最も大きい東
部の鉄道では4ポイントの増加となっていま
す。
●一方、自動車の割合は南部以外のすべての
ゾーンで調査毎に減少しており、平成22年
から令和3年にかけて、減少幅の最も大き
い西部では約3ポイントの減少となっていま
す。
●また、自転車は、すべてのゾーンで平成22
年にかけて増加、令和3年にかけては減少し
ており、減少幅の最も大きい北部では2ポイ
ントの減少となっています。

地域別に見た利用交通手段1

◆ 中ゾーン間の流動量の推移 

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 中ゾーン別の代表交通手段構成比の推移

●中ゾーン間の流動量を見ると、平成22年か
ら令和3年にかけて、東部と南部間のみ約1
割増加、その他のゾーン間ではすべて減少
しており、都心部と西部間、西部と北部間に
おいては約2割の減少となっています。
●近畿地域との流動量を見ると、大阪府域で約2
割、滋賀県、京都府域、大阪市ともに約1割の
減少となっています。

地域間の流動量2
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凡　例
流動量（令和３年）
単位：千トリップ／日
（　）内は平成22年からの増減割合

内々流動量
単位：千トリップ／日

注）５千トリップ／日以上の地域間を図示

<矢印の太さ>
流動量

（千トリップ／日）

 5～10
10～15
15～20

20以上

増加
減少

増加

減少

<矢印の色>
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<円の大きさ>
内々流動量

（千トリップ／日）

<円の色>
増減割合

（第５回パーソントリップ調査圏域内の集計）

 30以上

 20～30
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 10未満
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凡　例
流動量（令和３年）
単位：千トリップ／日
（　）内は平成22年からの増減割合

内々流動量
単位：千トリップ／日

注）１千トリップ／日以上の地域間を図示

<矢印の太さ>
流動量

（千トリップ／日）

 1～10
10～15
15～20

20以上

増加
減少

増加

減少

<矢印の色>
増減割合

<円の大きさ>
内々流動量

（千トリップ／日）

<円の色>
増減割合

（第５回パーソントリップ調査圏域内の集計）

 30以上

 20～30

 10～20

 10未満

●鉄道を利用した中ゾーン間の流動量を見る
と、平成22年から令和3年にかけて、都心
部と西部間、北部と南部間が約2割の減少、
北部と東部間は横ばい、その他のゾーン間
の流動量は増加しています。その中でも西
部と南部間が約5割、北部と西部間が約4割
増加しています。
●鉄道を利用した近畿地域との流動量は、す
べての地域間で減少しています。

鉄道による地域間流動3

◆ 中ゾーン間のバス流動量の推移 ◆ 中ゾーン間の鉄道流動量の推移 

●バスを利用した中ゾーン間の流動量を見る
と、平成22年から令和3年にかけて都心部
と西部間、都心部と南部間、西部と北部間で
は減少しており、その他のゾーン間では増
加しています。

●バスを利用した近畿地域との流動量を見ると、
京都府域、滋賀県ともに減少しています。

バスによる地域間流動4

地域別の人の動き（2/4）
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凡　例
流動量（令和３年）
単位：千トリップ／日
（　）内は平成22年からの増減割合

内々流動量
単位：千トリップ／日

注）５千トリップ／日以上の地域間を図示

<矢印の太さ>
流動量

（千トリップ／日）
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（第５回パーソントリップ調査圏域内の集計）

 30以上
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京都府外
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1
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347

7

33

538

凡　例
（トリップ数）
単位：千トリップ／日

100未満
100～300
300以上

※第6回調査圏域内で集計

南丹

山城

丹後・中丹

京都市 京都府外

京都府外

京都府外

京都府外
0.94

0.67

0.73

0.72

0.33 0.93

0.85

0.67

0.62

0.80

凡　例
（トリップの変化）

0.60未満
0.60～0.80
0.80～1.00

●自動車を利用した中ゾーン間の流動量を見
ると、平成22年から令和3年にかけて東部
と南部間、南部と北部間では増加しており、
その他のゾーン間では減少しています。
●自動車を利用した近畿地域との流動量につ
いては、大阪市間では増加、その他の地域
では減少しています。

自動車による地域間流動5

◆ 地域間流動量（令和3年）◆ 中ゾーン間の自動車流動量の推移 

●京都市を中心とした周辺地域との流動量の
推移を見ると、すべての地域間の流動で流
動量が減少していることがわかります。

京都市周辺地域との流動6

◆ 地域間流動量の変化（令和3年/平成22年）

※第6回調査圏域内で集計

地域別の人の動き（3/4）
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1.5

1.7

2.5

1.2

●地域間流動量の代表交通手段構成比の推移
を見ると、平成12年、平成22年、令和3年
ともに京都市⇔南丹、京都市⇔京都府南部
では、鉄道と自動車の割合が高く、鉄道と自
動車を合わせると8割以上を占めていま
す。
●南丹⇔京都府南部では、平成12年、平成
22年、令和3年ともに自動車の割合が最も
高くなっており、自動車だけで約6割を占め
ています。
●京都市⇔近畿圏内は調査毎に鉄道の割合が
増加しており、鉄道だけで7割以上を占めて
います。

◆ 地域間流動量の代表交通手段構成比の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

地域別の人の動き（4/4）
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●高齢者（65歳以上）の夜間人口の推移を見
ると、増加しており、平成22年から令和3年
にかけて、65～74歳が約10％、75歳以
上が約44％の増加となっています。

●高齢者の代表交通手段構成比の推移を見る
と、65～74歳、75歳以上ともに、自動車と
自転車の割合は増加している一方、バス、徒
歩では減少しています。

●高齢者のトリップ数の推移を見ると、増加し
ており、平成22年から令和3年にかけて、
65～74歳は約1％の微増に対し、75歳以
上では約42％と大きく増加しています。

●高齢者の外出率の推移を中ゾーン別に見る
と、平成22年から令和3年にかけて、東部、
西部では減少しており、北部、都心部、南部で
は増加しています。京都市全体では、約1ポイ
ントの微減となっています。

●高齢者の自動車分担率の推移を中ゾーン別
に見ると、平成22年から令和3年にかけ
て、都心部、西部では減少しており、北部、
東部、南部では増加しています。京都市全体
では、約1ポイントの微増となっています。

◆ 代表交通手段構成比の推移（高齢者）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 発生集中量の推移（高齢者）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 夜間人口の推移（高齢者）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

高齢者の動き

◆ 中ゾーン別の自動車分担率の推移（高齢者）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 中ゾーン別の外出率の推移（高齢者）

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計
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●地域別の時刻帯の滞留人口（移動中ではな
く、ある時刻にその地域に滞在していた人
数）の推移を見ると、いずれの地域におい
ても、時刻帯の構成に大きな変化は見られ
ません。

●平成12年、平成22年と同様に令和3年で
も、西部や東部は昼間人口よりも夜間人口の
方が多い流出型地域となっており、都心部や
南部、京都市全体では夜間人口よりも昼間人
口の方が多い流入型の地域となっています。

●地域別に見て、ピーク時における滞留人口
が最も多くなっているのは都心部であり、
平成12年、平成22年、令和3年の平日の
14時には、約40万人が都市部に滞在して
います。都心部の昼間の人口は減少傾向に
ありますが、22時～27時、4時～7時にか
けては、令和3年の夜間人口が最も多くなっ
ています。

◆ 京都市東部の時間帯別滞留人口の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 京都市都心部の時間帯別滞留人口の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 京都市北部の時間帯別滞留人口の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

◆ 京都市計の時間帯別滞留人口の推移

◆ 京都市西部の時間帯別滞留人口の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

時刻帯別の人の動き

◆ 京都市南部の時間帯別滞留人口の推移

※第４回調査圏域内で集計
※平成12年時点での京都市域に旧京北町を含めて集計

22



66.8

54.5

59.2

5.4

10.1

8.7

4.4

3.2

24.6

28.1

26.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感染拡大前

R3.10調査時点

収束後の見込み

通勤・通学

ほぼ毎日 2-3日に1回 月に1-3回 月に1回以上 ほとんどない・全くない 無回答
n=3,170

20.6

12.6

16.0

33.8

32.8

34.7

28.3

34.9

31.4

3.9

3.2

13.9

15.4

14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感染拡大前

R3.10調査時点

収束後の見込み

食品・日用品の買物

ほぼ毎日 2-3日に1回 月に1-3回 月に1回以上 ほとんどない・全くない 無回答
n=3,170

57.2

15.0

49.4

37.4

82.3

45.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感染拡大前

R3.10調査時点

収束後の見込み

宿泊を伴う観光・旅行
n=3,170

3.4

月に2回程度以上 月に1回程度 年に数回程度 ほとんどない・全くない 無回答
●ほぼ毎日実施されていた活動（通勤・通学、
食品・日用品の買い物）においては、調査時
点では感染拡大前より活動頻度が低下して
おり、収束後には頻度が上昇するものの、感
染拡大前の頻度には及ばない見込みとなっ
ています。

●宿泊を伴う観光・旅行活動においては、感染
拡大前は「年に数回程度」が5割以上を占め
ていたが、コロナ禍の調査時点では大幅に
減っています。収束後には頻度が調査時点か
ら大きく上昇するものの、感染拡大前の頻度
には及ばない見込みとなっています。

新型コロナウイルス感染症による影響

◆ 新型コロナウイルス感染拡大の影響による外出頻度の変化（日常的な活動）

注）感染拡大前：令和2年1月「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」、
同年3月「世界的大流行（パンデミック）」の宣言以前の通常期
R3.10調査時点:緊急事態宣言がなされておらず、陽性者数が一定程度減少した時期
収束後の見込み：自分の意思で自分の活動等を選択することができる状況となったとき、
どのような行動をするか回答してもらったもの

資料：新型コロナウイルスの影響に関する補完調査

◆ 新型コロナウイルス感染拡大の影響による外出頻度の変化（非日常的な活動）

注）感染拡大前：令和2年1月「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」、
同年3月「世界的大流行（パンデミック）」の宣言以前の通常期
R3.10調査時点:緊急事態宣言がなされておらず、陽性者数が一定程度減少した時期
収束後の見込み：自分の意思で自分の活動等を選択することができる状況となったとき、
どのような行動をするか回答してもらったもの　

資料：新型コロナウイルスの影響に関する補完調査
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第６回近畿圏パーソントリップ調査では、新型コロナウイルス感染症に関する補完調査として外出
状況の変化（活動頻度や移動手段の行動の変化）について、感染拡大前と調査時点で活動の種類
ごとにどのくらいの頻度で行っているか、また収束後にはどのくらいの頻度で行うと思うかを調査
し、京都市全体で3,170人の方に回答をいただきました。なお、収束後の見込みに関しては、回答
者の想定によるものです。

非日常的な活動の頻度2日常的な活動の頻度１



調査票（世帯票）

世帯票 解説表

 

 

 

 

 

第6回近畿圏パーソントリップ調査では、以下に示す調査票を使用しました。
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個人票（平日） 個人票（休日）

調査票（個人票）
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